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6．まとめ　　　　　　　　　　　   ▼
　この事例は、総研大という極めて特殊な大学
だからこそ可能な手段であったとも言えるが、
学部図書館が各々独自で契約をしているような
大学においては有効な手段であり、同様の手法
をとることが可能であると考える。
　最後に、本稿は一つの大学における、電子
書籍高騰に対する対策であるが、電子ジャーナ
ルにしても、電子ブックにしても、「無ければ
困る」「読めなければ困る」「研究力が低下する」
と言った声を多数聞き、インターネット上で
も「国際的な研究力の低下」等を問題視する
議論が非常に多く見受けられ、もはや日本（世
界）全体の問題となっている。これらは本当
の事であろう、しかし実際の利用者では無い
予算部門の人間にはどのくらい深刻に受け止
められているのか疑問である。最近電子ジャー
ナルの閲覧数による個別論文への影響度など
の研究が行われているが、実際に電子ジャーナ
ルや電子ブックといったコンテンツと教育及
び研究との相関関係はまだ明確では無い、こ
れらを明らかにするのは非常に困難であるが、
外部を動かすには少しでも明確にし、理解を求
めることも必要ではないか。
